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１．研究計画の概要 

人里や農耕地を本来の生育地とする雑草
が，人間生活の多様化，活動域の拡大や土
地利用の増大にともない高山帯・亜高山帯
にまで分布を拡大している。しかし，この
ような侵入雑草を減少あるいは抑制させる
有効な対策のないのが現状である。そこで，
白山をモデル地域として，高山に侵入した
雑草による害を評価し，その予防について
考察することを目的に，以下のように計画
した。 

(1) 高山・亜高山帯における雑草害の評価 
①侵入雑草と自生種との交雑の可能性と

実態の解明および交雑が起こりうる条件の
評価 

②植生分布調査とGISを用いた侵入雑草
の量的把握 

(2) 高山・亜高山帯に侵入した雑草の生活
史特性の解明 

(3) 高山・亜高山帯への雑草の侵入経路の
解明 
 
２．研究の進捗状況 
（番号は研究計画の概要に対応している） 

(1) -① 白山における自生種のハクサンオ
オバコと侵入雑草であるオオバコとを識別
する核DNAと葉緑体DNAの遺伝マーカー
を開発して，白山の南竜ヶ馬場で採取した
オオバコ類について遺伝マーカーの型を調
べ，オオバコとハクサンオオバコとの自然
雑種個体が生育していることを明らかにし
た。開発した遺伝マーカーを用いてオオバ
コや雑種個体を識別して，侵入や雑種の拡

散動態を監視したり，優先して駆除する範
囲を設定するなどの対策が可能となった。 

また，白山の高山・亜高山帯に侵入した外
来タンポポの実体を形態的形質，倍数性およ
び核と葉緑体の遺伝子マーカーを組み合わ
せて調査したところ，外来種型葉緑体マーカ
ーの三倍体雑種が検出された。これは外来タ
ンポポが種子親となる可能性を示唆してい
るため，無融合生殖する高山性在来種のミヤ
マタンポポとの間でも雑種を形成する危険
性が指摘された。 
 

②白山におけるスズメノカタビラの垂直
分布調査から，標高2450m付近が分布限界
であると推察された。また，亜高山帯と高
山帯において侵入雑草の水平分布を3ｍご
とに携帯型GPSによって記録した。主要な
侵入雑草であるスズメノカタビラとオオバ
コの分布の相違を種間平均こみあい度を用
いて解析して，両種の分布は排斥的で，分
布適応様式が異なっていると推定された。
今後，その他の種についても解析する。 

 
(2) スズメノカタビラの侵入高度別の生活

史の比較では，高山帯・亜高山帯の集団は
出穂までの期間が極めて長いこと，小穂数
が少ないこと，低温条件下ですぐれた発芽
特性を示すことが明らかとになり，高山帯
の厳しい環境への適応様式を持つ集団が定
着していることが示唆された。さらに分布
調査の結果から，高地集団と低地集団の季
節発生消長が異なることが推測された。 

 



(3) (1)-②の外来タンポポの実体調査から，
採集地点間で種や雑種型の構成比率が異な
り，高山帯や亜高山帯では一部の種（アカ
ミタンポポ）や雑種型（三倍体雑種）が優
占していたことから，侵入したわずかの個
体が繁殖して増加したものと考えられた。
低地にはみられず，丘陵帯以上に分布する
型があったことから，山麓でも比較的標高
の高い地点が侵入源として推定された。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 

計画の(1) 高山・亜高山帯における雑草害
の評価および(2) 高山・亜高山帯に侵入した
雑草の生活史特性の解明については，主要
な侵入雑草であるオオバコ，スズメノカタ
ビラ，外来タンポポについて実態の解明が
進んでいる。とくに(1)-①侵入雑草と自生種
との交雑の可能性について，これまで交雑
が起こらならないと考えられていたオオバ
コとハクサンオオバコの間で自然雑種が形
成されていること，無融合生殖種の外来タ
ンポポが種子親となった雑種が検出された
ことなど，新しい事実が分かってきている。
一方で，これらの実態の解明に傾注したた
め，(3) 高山・亜高山帯への雑草の侵入経路
の解明の，とくに分子マーカーを用いた侵
入経路の推定が遅れている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 達成度の項にも述べた通り，高山帯・亜高
山帯の生態系の保全上問題となる新事実が
明らかになったので，最終年度にはその事実
の追試を含めた確認作業と対策立案に傾注
する。雑草の侵入経路の解明については，マ
イクロサテライトなどの分子マーカーを用
いた解析はできないものの，植生の類似性
（とくに山地帯のヘリポートなど）やアロザ
イムの遺伝子型（外来タンポポについて）の
分析により推定可能と考えている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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